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人 権 学 習 展 開 例

●主題名  外国人の人権問題を考える

●教材名  ヘイトスピーチの背景

●人権学習の視点  個別的な視点「外国人の人権問題」

●主題・教材について  
　平成28年に施行された「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する
法律」を踏まえて、ヘイトスピーチのない社会の実現を目指し、ヘイトスピーチとは何か、どこにどの
ような問題があるのか、自分たちに何ができるのかをともに考えさせたい。

また、ヘイトスピーチの背景にある偏見に着目させ、自身も知らず知らずのうちに偏見をもってし
まう可能性があること、偏見を放置することが、より激しい差別につながることを理解させたい。
　さらに、本教材を通して、メディアリテラシーの一つである、情報を批判的に読み解く力の大切さ
に気づき、インターネット上にある差別を助長する情報などに対して、どのように対処すべきなのか
を考えさせたい。

●ねらい

ヘイトスピーチの背景にある偏見等の問題点を見極める目とヘイトスピーチなどの差別的言動を
許さない姿勢を培い、全ての人が個人として等しく尊重される社会を築こうとする態度を身につけ
させる。

●関連する教材
　人権学習資料集〈中学校編Ⅱ〉 「 ９  ヘイトスピーチって何？」
　人権学習資料集〈高等学校編〉 「12  心の国際化をめざして～外国人とともに～」

人権学習資料集〈高等学校編〉 「13  みんなに知ってほしいこと」

●本時の展開

過
程 指導内容 形

態 主な学習活動 指導上の留意点 教材・教具

導
入

○ヘイトスピー
チの概要につい
て理解させる。

一斉 ○配付資料①を見る。 ○ヘイトスピーチの概要を
説明する。
○「本邦外出身者に対する不
当な差別的言動の解消に向
けた取組の推進に関する法
律」が施行されたことにもふ
れる。

配付資料①

展
開

○ワークシート
の問題点A～D
を考えさせる。
また、配付資料
②（ヘイトのピ
ラミッド）のど
の部分に当ては
まるのかを考え
させる。

個別
ペア

○配付資料②を使ってワー
クシートの（１）に取り組む。

○問題があるとすれば何が
問題かを考えさせる。

○あわせて自らの意識につ
いても注目させる。

○ヘイトスピーチを行った
り、拡散するため、インター
ネットが巧みに利用されて
いることを助言する。

ワークシート
配付資料②

ヘイトスピーチの背後にある偏見に気づこう
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8
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
背
景

過
程 指導内容 形

態 主な学習活動 指導上の留意点 教材・教具

展
開

○配付資料②を
参考にしなが
ら、A ～ D の
中からヘイトス
ピーチに当たる
ものを抽出させ
る。

○不当な差別的
言動を放置する
ことの問題点を
考えさせる。ま
た、防ぐために
はどうすればよ
いかも考えさせ
る。

○ヘイトスピー
チのない社会を
築くために必要
な態度について
考えさせる。

○ヘイトスピー
チに関する国際
的な動向を説明
する。

個別 ○ワークシートの（２）に取
り組む。

○ワークシートの（３）に取
り組む。

○ワークシートの（４）に取
り組む。

○配付資料③を見ながら教
師の話を聞く。

○本時に扱うヘイトスピー
チとは特定の民族や国籍の
人々などを地域社会から排
除しようとする不当な差別
的言動であることに留意す
る。

○不当な差別的言動（ヘイト
スピーチ）は誰に対しても許
されないことを付け加える。

○ヘイトスピーチを放置す
ることがさらに大きな人権
侵害につながる可能性があ
ることに気づくように導く。

○ヘイトのピラミッドから
答を引き出すように導く。

○ヘイトスピーチに関する
国際的動向として、人種差
別撤廃条約などで人種差別
の一形態として禁止されて
いること、自由権規約で表
現の自由も行使には責任と
義務があり一定の制限を課
すことができることなどを
示す。

配付資料③

ま
と
め

○本時の学習を
振り返らせる。

個別 ○本時のまとめを聞く。

●評価
・ ヘイトスピーチの実態を理解し、その問題点について深く考えることができたか。
・ 在日外国人の人権について考え、すべての人が個人として等しく尊重される社会を目指す意欲・態度

を身につけることができたか。

ヘイトスピーチのない社会を築くために何が必要か考えよう


